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経済学研究第31巻第2号 25 (301) 

複雑労働論補選

一一一W.リープクネヒトおよ

O.バウアーの月号説によせて一一

荒又震雄

I 

複雑労働の簡単労働への還元に関するマノレタスの理識は，どのように解さ

れ，どのように授関さるべきか。この問題についてわたくしはすでに二つの

論考によって自分の考えをのベた。その中で，理詰史的に重要と患われる

学の見解についても，できるだけ触れあるいは注記してきた。

ところ均三 これまでわたくしの知らなかったもので，きわめて興味

深い理論史的事実さと知りえた。問題についての総論は，ベ…ム・バヴ三ノレク

のマルクス批判に反論すべく展開されたとノレファーディングの見解合藍援の

出発点とし， 1920-30年代のソグエト潔論家に示唆をうけながらまとめられ

たものであっ その当のとノレファーディングの見解なはさんで，ベーム・

バヴ旦ルクに藍接に対決しようとした W.JJ…プクネヒトによるマルクス畏

簡の試みが先行し，また，ヒルブァ…デ4ングの立論を批判的に継承しよう

としたH.ドイッチと，さらにはそれらを統合する O.バウァーの理論とが

後続していたのである。そして拙論は， 内容についていうならば， O.パウ

ァーの見解を精密化したものと位鷺づけられておかLくないものだったので

ある。この間の灘論史役最小限に整理しておく必裂を認めたゆえんであるo

1)拙稿「複雑労働の鱗挙労働への遼党の問題に関する試論J，拙著 f儲値法郊と賃労

{動』僚主塁社厚生!乳 1972年，所J段。搬務ttr複雑労働論手革論J，i'iIJ箸 f笈労働識の渓
関』御茶の7](欝房.1978年，所奴。
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2) A. A. Beux母p，CJlO2K諸説詣Tpy瓦，J1側IIHrpaふ 1978の巻末文献ヲストに O.Bauer 

の論文を見出したわたくしは， それが残念ながらそスグワで1925年に出版された

パウアーの稔文集でるったので，ヒノレプア…ディ γグおよび O.パウアーについて

の気鋭の研究者監闘でるる上燦勇氏に相談した。すると氏は Neue Zeit誌のやから

ウア…の論文~探し出し，これに仮訳な付レてわたくしに提供してくれ

たばかちでなく， ジープクネヒトの研究警の合い総本訳を込指示してくれたのであ

る。小織は，そのようなわけで，同氏の決定的な助力があってはじめて成ったもの

マあって，ここに感謝をこめて察情を記する。

立

複雑労働に論及したウィノレヘルム・ Fープクネたトの饗作は， 1902年出肢

の ZurGeschichite der Wertt版。'!Iein EnglandであるO その中で彼が?

ノレタスの潔論を発展させようとするとき，批判せねばならない対象としてベ

ーム・パヴエルグ (ZumAbschluss d部 MarxschenSystem， Berlin 1896) 

があり， 積極的な足がかりとして活用されたものに L ブーブの研究 (L在日

v. Buch; Uber di官民lem母nteder politisch邑nOekonomie. Erster Teil: 

Intensitat dξr Arbeit， Wert und Preis der Wa出向 Leipzig1896. …一ーな

お， Zこの警は悶年ロシアでも， Eyx， JI.， OCHoBHbIe 9JIeMeHTl遥 nOJIH'mqeCfω鼓

3KO:双OMIまH.l.J:. 1. C06.， 1896 ~ごして出されている)があった。

リーブクネヒトは，マノレグスが抽象的人詩労働をもって生理学的意味にお

る人鰐労働力の支出なりとする，その点から出発しているO これが，ブー

フの次の命題に結びつけられる。日く I労働退程は先行令る食物及び吸収

せられたる酸繁のポテンシヤノレ・エネノレギ…を機棋的に使沼ずることから成

立つのである。J 1)ープクネヒトは， のちのボグダ…ノフに流れてゆく抽象

的人間労憾の生理学的抱握、合展喜請するのである。次のごとくである。

しも枚々が認の内容に従って千種蒔態であり得るあらゆる 労働

に対し る さんと欲するならば，この尺度なるものは新駿

代言裁によって第一次的のポテンシャノレ・エネノレギーとして人体の中に集積

し労働によって甫めて誌上起するエネルギ…だけである。JI我々はあらゆる
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鍛造穫が新陳代議jによって作品せられたる接接的労働のポテンシャノレ・ニ払ネ

ルギ…の変動合意味するということを知るのである。或生産物の価値は告をっ

て機顕微尾この物のさ主産に霊長して移転せしめられたる皿ネノレぞーの蓑によっ

て条件付けられるのであるが， この品ネノレギーは又ぷネノレギーで労働の持続

力と労働の強度とのこ要楽によって明白に決定せられるのである。労働の持

続力が一定しているとすれば，労働は其強度に全く比興して個{度合作出する

い。労働の強震の大小とは如例なることを意味するものであるか?

他なし人間の労鶴に於けるポテンシヤル・コニネノレギーの移転の大小如荷之れ

る。Jかようにして， 若干の混乱， つまりエネルギーを労畿の持続と強

しようとする総乱を含みながらも， ザ…ヅグネとトは労働をエネ

ノレギーに還元し，エネルギーから労働を規定しようとしているo

2'て， ザ…ブクネビトによれば，鵠贈はその次のところで発生する。

は色々であって，のものはより多く筋肉の使用を必婆とし， 乙のものは

より多く踏の使用を必要とすると云うが知きことがあるからである。JI毅治

工は筋肉を甚だしく，三こ?と反して裁縫工は主として脳，視神経文飽きど使用す

る。JI労働は今や菅に共の容議に詫って異なるばかりでなく，

る労働でもあるのであって， γ/レクスは之をば挙終労働及び複雑労働として

分瀬しているoJそして， マルグスは，生理学的意味での労働の概念?と踏み

とどまるべきだったのに，ここで男!jの説明を与えてしまったのである，と。

リープグネヒトによれば，ベ…ふによる γ ノレグス批暫はを複雑労働論に関す

るかぎりもっともなのであり-<'ルグス拭むしろそのような概念をたてるべ

きではなかったのであって，始象的人間労働の生理学的理解宏一貫して，務

態きど労働強度の違いとするべきであったのである。

リープグネビトの積極的説顎は次のようなものである。「複雑労働は原則

的に尋常一様の労横の場合よりも高額の詑意と精神的緊張と開封畿の消耗J

とを議起そしめると云うことによって滋純労働と区別せられる。 191J

工や持計工や立派な機縁工ゃの労働を挙げてJ!ょう。長等のものの第肉動作

は紡績工， 々の失れよりも確に大でない。然しなが して
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去を等のものの労翰はよりー援護に顕著たる精神的緊張を必要とする，ただし

その存為が紡績工その他のものの犬れよりも多種多様化し分化しているが故

である。」穀績工の場合のzネノレギ…の消耗が純粋の筋肉運動に於いて部分

り，精神的緊張に於いて問分の…だけ起るとするO 宝:Eコ二の場合は反

対に，四去のーと四分の誌だとする。そして，換算基準ーとしての筋肉労機が

とすると，言若者の四分の三単位の労舗と後者の鴎分の一単位の労

働が等価となるから，後者すなわち宝石工のー単位の労働は紡績工のま三単位

の労働と同じであり， r宝石工の労働は，従って， 同一労働時鰐中に紡綴工
の夫れよりもさ三倍の大きさに当る価穂てどJつくる。

1)-プグネヒトは，さらに複雑労{動力の繍{室をも論ずる。「身体に対して大

なる栄養品が補給せられない場合には，力のより大なる使用は長期に亙って

在、、得ないがゆえに，又この場合間躍となるのは元々精神力の補充であるが

故に，労働力の生産費に於ても亦一定の高等なる欲望即ち快楽の充足手段等

々が計量せられね試ならぬのである。宝石工，時計工及び機竣工等は，

際，勧綾エ，議織工その他のものよりもより大なるとLネノレギーを消耗する。

らよりもより潟絵の労食によって，より倹良なる生活方法が起る場合に

於いてのみこのことは長期にままって龍りうるのでるる。かかるがゆえに労{動

力の儲値は，真実，労働の複雑の程度に比鍔して，即ち労働過籍中に労働に

よって樹立せしめられた価値に比鰐して般家る傾向を有する。」

複雑労働のより高い鏑銭形成カム複雑労働力のより高い綴蓋とは， リ

ブグネヒトによってこのように説明、された。総証の流れをみるならば，抽象

蔀人間労働をあくまでも生理学的にみることによって，一震はおネノレギ…と

いう単一の物理量まで溜元しながらも，かえって議具体的有用労働の生理学

治相違すなわちあるものは蘭肉な余計に礎い，あるものは麟髄を余計に使う

といった相違にぶつかり，接雑労働と簡単労働の揺を諸具体的有用労働の

底溺に還苅してし~っていることに銭づく。ワープグネヒトは，そのような

相違をあくまで労働の強度の拐違に遼話すベく努力しながらも，さすがここ

で欝議カロリ…への遊先で説明するわけにもゆかず，エネルギーは{可ら
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会的なものに戻りはじめるのである。この論理の先方にはA.ボグダーノフ

の論理がひかえているとみてよいであろう。

R.ヒルファーディングは，自分の積極的な見解が近い将来に発表されるで

あろう，と予告しながら， リープグネヒトの上述のような見解を批判してい

る。批判点は次のごとくである。複雑労働力の価値や複雑労働の生産物の価

値を生理学的エネルギーから説明することはできなし、。土工はランカシャー

の硫毛工に劣らぬエネルギーを消耗しているが，労賃や生産物の価値ははる

かに及ばない。教養だとか高度の生活要求だとかに依拠すると，必ず社会的

契機に戻らざるをえず，生理学的見地を放棄しなくてはならなくなる。そも

そも社会的な労働を生理学的範醇としてはならないのである。生理学的にみ

れば，動物の労働も人間の労働も同じではないか。労働が社会的な特殊な経

済的範時となるのは，社会の総労働が一つの統一体として看倣され，個々の

労働がその一部分とされるからである。全体すなわち総労働の一部分とし

て，個々の労働は互に均等化されるのであり，これの共通尺度たる単純な平

均労働は歴史的な一定の大きさである，と。批判は適切である。

1) リープクネヒト，八木沢善次訳， w英国価値学説史~，大正 15 年， 222頁。

2)同前， 226頁ー227買。

3)同前， 221頁。

4)同前， 222頁。

5)同前， 223頁。

6)同前， 224頁-227頁。

7)八木沢訳でみるかぎり文脈が乱れていて論旨は正確には把握しがたい。ここでのわ

たくしの解釈は，ある程度の推理を含んでいる。

8)リープクネヒト，前掲書， 229頁ー230頁。

9) 拙著『賃労働論の展開~， 87頁-88頁。

10) !レドノレフ・ヒノレファーディ γグ， r価値学説史についてJ，ロープグネヒト前掲訳書
所収， 257頁-263頁。

E
 

o.パウアーの 1905年の論文 QualfizierteArbeit und Kapitalismus (“Neue 
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Zeit" 24 J. G. Bd. 1. 1905/6)は 3要震にわかれており，第1章v土「生産退

る熟練労働ム第2章は「側{直形成退懇における熟練労働J，第3章

は「労働力の纏鐘j と題されている。問題に直接関係するのは第会意と第3

主主で、あるの また，バウアーがこここで念頭においているのは， R. ヒノレブア

ディングの 1904 年の論文 Böhm~Bawerks M♀rx~Kritik (“Marx~Studien， 

Bd.1. Wien)とH.ドイツチ (HansD哲utsch)の1904年の論文 Qualifizi訂 te

Arbeit und Kapitalismus， Wien， である。パウアーの課題は， ヒノl--ブァー

ダイングの開題解決方向を支持し これへの部分的批判を提起したドイツチ

の意見なくみとりながら，両者間の論争を f調停Jずることである。第1

は， とノレファーダイングの議論と触れあうところのないもので、三うるが， しか

し， ドィ、ッチの議論を底接にうけておかれている。第2意と第3主主の庶震に

ついていえば，ノミウア…の頭の中で，熟練労働によって形成される商品価値

如何の務題ι熟練労働力の舗綴如何の間総とが拐駿に区別されていたとい
うことである。だが，第11家と第2家の区別の中で，選手実上労働の有用的側

頭と錨備形成的側簡が忍別されているわけであるが，同じ熟練労働 (qualifi.

ziert母Arbeit)という てられ，複雑労働 (komplizierteArbeit)という

いない。

ノミウア…は， ヒノレツアーディング， ドイッチおよび長!分自身の共通の立脚

点をまずのべている。すなわち，熟練労働の概念は，労働者た%が社会的に

エド詩的にもっているよりも， より長い野物的な (s乱chliche)修業あるいはよ

り大きな一般的予備教育なしにはできない労働，と規定怒れる，ということ

であり， したがってまた，熟練撲の差異というものは，労働の質のまま異〈具

体的有用労働からみたちがし山一荒又)や労働の強度の差異とは藍別される

ものであるということであ

ノミウアーによると/レブァーディン まとめは次のごとくである。熟練

労織力が存立するためには，一連の簡単労磁が不可欠である。つまり学習中

る労働と，彼を教育する教師の労{動とである。これらの簡単労

識が，一閣では熟練労働力の側値を生み出し，他閣では設の労繍カという
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用価値を形成する。後者の面では単純労働はさしあたり潜在的だが，熟練労

働力が支出されはじめると，社会にとって顕在的なものとなり，価値を生み

出す， と。

ドイツチは，バウアーによると，次のようにヒノレファーディングを批判し

ている。ヒノレファーディングは教師が生徒達の熟練労働力を生み出すように

のべるが，熟練労働力は教師の労働の生産物なのではなく，生徒達自身の修

業時代の労働の生産物なのである。教師の生産物は授業であり，生徒達は自

分の労働力をもって授業を労働手段とし労働対象たる自分の頭脳，神経，筋

肉に働きかけて熟練労働力をっくり出すのである。熟練労働力の価値には，

労働力一般と同様な部分すなわち「再生産価値」の部分の他に，熟練労働力

を特別にっくり出すために必要だった「生産価値」の部分がある。後者には，

織機の価値が織物に移転するのと同じように，教師の授業の価値が「移転さ

れた価値」部分と，自分が生徒だったときに自分自身によってあらたに「形

成された価値」部分とがある。熟練労働力の支出によって形成される価値

は，単純労働力の支出の全く同じ部分に，熟練労働力の「生産価値」のうち，

労働者の平均的生存期間との関係で規定される一定の分割部分が加わったも

のとなる。

ノミウアーは，このドイツチの理論を，複雑労働力による価値形成に関する

かぎりほぼ全面的に支持している。これはヒノレファーディング理論に対する

根本的補完である。熟練労働によって生み出される商品の価値の中には，そ

の商品の生産過程において労働者によってなされた労働と並んで，生徒や徒

弟として修業していたときの教師の労働も自身の修業労働も算入される，

と。他方，バウァーは，熟練労働力の価値に関しては，事実上はヒノレファー

ディングの方が正しい，とドイツチを批判する。熟練労働力の形成のために

生徒自身の修業労働が必要であるからといって，それが熟練労働力の価値に

なるとすることはできなし、。「移転された生産価値」は熟練労働力の「世代

的再生産価値」とみるべきであり，これは熟練労働力の価値に算入される

が，あらたに「形成された生産価値」のいかなる部分も算入さるべきではな
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い，とoO.ノζウア 熟練労働の{面積形成力と，熟練労働力自殺の舗値と

さど区宣せすることによって， ヒノレファーディングとドイツチの論争を調停した

のみならず，一方では生産過程の技術的高度化にともなうあらたな熟練労働

者の発生，他方では医師のような専問家の報部iの労働力縞髄へ向かつての下

落がみとめられる当時の状勢のやで，商品館娘および労働力儲{直の理論合擁

護していたわけであるひ

この点、は，複雑労働の搾取率の問題にもからむのであるO ドイツチ

もと/レブァーディングの理論も間じく，複雑労働力務品の生みうる乗g余価値

の絶対盤を簡単労働力商品の生みうるそれと同じだとすることによって，

雑労働の搾取率きと簡単労畿の搾取率に比して小さいものとみることになって

いるのだが， ドイツチの理論は，あらたに「形成された生寵錨{直iの分割部

分合更に分母の{婚に加えることによって O.パウアーの理解するヒノレブア

ディングの線論よりもな 複雑労働の搾敬率を相対的に小さいもの

とみなすことになっている。パウアーは 被雑労働力の僑績からあらたに

「形成された生産額儀Jを除外することによって，教育労働についてはなお

明麟でないが，少くとも修業労働に関するかぎりは，わたくしの所語 f滞在

搾取率Jの考え方に議事実上たってし、るのであり，複雑労働の搾取率を簡単労

働のそれに非常に接近したもの，あるいはほぼひとしいものと家安上考えて

いるのである。

1) O. Bauer， Qualifizierte Arbeit und Kapitalismus， in: Neue Zeit， 24. J. g. Bd 

1.. 1905/6， S. 647. 

2) O. B出 er，a.a. 0.， S. 647…648. 

3) O. Bauer， a. a. 0.， S. 648. 

め O.Bauer， a. a. 0け S.649.

5) O. Bauer，註.a. 0.， S. 653-655. 

6)鍛著『価値法郊と賃労働ふ 47]定以下華客娘。

IV 

O.バウアーは，上述の見解をうち出すにあたって充分に論理的であるわけ
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ではなし、。パウアーの論理は，やや経験的であり，論理=歴史説的である。

複雑労働力の支出の独自な価値形成作用を説明するとき，パウアーは次の

ようにのベる。「陶磁器絵付師の標準修業が 2年間皿に使用に耐えぬ彩色

をすることであり 2年の実習ののちに販売可能の彩色をするものとしよ

う。とすれば，販売用の血の製造のために社会的に必要な労働は，皿絵師の

教育と実習に要求された労働のある割合部分だけ長くなることは確実ではな

いか?Jo Iもし陶磁器絵付師が自分の 10時間の労働に対して 10時間より少

ない他人の労働をうけとるとすると，彼は自分の息子を再び陶磁器絵付師に

しようとせず，親代りの仕立職人か手袋職人のところに徒弟に出すだろう。

ところで，陶磁器絵付師にとって『彼の 10時間の労働』と見倣されるもの

とは何か。各々の生産者が，自分がなしとげ，それをもって自分がある等価

物を要求しようとする労働の中に，職業を学ぶために，またその職業の中で

修業するために費やさなくてはならなかった労働をも算入することは確実で

はないか。JI単純商品生産に通用することは，資本制生産隠，も通用する。」

ノミウアーの例解は，それ自体としては適切なものである。しかし，そこか

ら，修業や教育に費やされた労働の独自の商品経済的意義についての考量

が， ヒルファーディングを超えて展開されているわけで、はないし，直接的に

価値形成的な労働と別に間接的に価値形成的な労働があることを認めている

ところから，さらにすすんで、，間接的に価値形成的な労働の範囲について各

個の複雑労働に即してでなく全社会的規模の視野での反省がなされているわ

けでもなし、。課題は沢山のこされていたのである。

つづいて，複雑労働力の価値についてのバウアーの説明の住方をみてみよ

う。論述はドイツチへの批判としてすすむのであるが，まず一般に労働力の

価値が，労働による価値形成と量において異なることの説明から出発する。

次のごとくである。「労賃の高さはここではさしあたり一つの歴史的事実であ

る。前代の労働貧民は彼らの労働力の再生産に要求される以上のものは決し

てうけとらなかった。さて，生産諸力の発展は，資本家階級と労働者階級と

の聞の価値生産物の分配にどのような作用を及ぼすだろうか。」労働生産力
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の上昇は個々の商品の価値を低下させて貨幣賃金の購買力を高める。しかし

資本主義下における労働生産力の上昇は資本の有機的構成の変化によって生

ずるのである。もし単純再生産を前提すれば可変資本が絶対的に減少するか

ら，貨幣賃金が不変であれば就業しうる労働者数が減少する。遊休させられ

た労働力はやがてより廉価で売り出されるから，結局， r資本の有機的構成

の高度化の進展の総作用は，第ーに貨幣の購買力の上昇であり，第二に貨幣

賃金の引き下げである。労働者の状態は大凡において良くも悪くもならず，

あらためてその労働力の再生産に必要な生活手段に制限されるのである。」

拡大再生産についても事情は同じであって，資本の蓄積によって可変資本増

大の可能性が与えられ，現実の蓄積は常に労働者人口の増加に照応するよう

な形ですすむのである，と。

パウアーのこの説明は，労働貧民の生存費賃金を所与の前提とし，資本制

的蓄積の進行の中で，産業予備軍の発生が労働市場における賃金低下力とし

て作用しつづけるので，以後も生存費賃金が存続せざるをえない，というも

のである。剰余価値なしに資本はなく，資本制的生産は剰余価値生産である

から，あらゆる側面で剰余価値が追求され，したがって労働力価値が社会的

に設定されざるをえないのだという一般論が，この説明の中には欠けている

のである。複雑労働力の価値についての説明にうつると，パウアーの弱点は

さらにあらわになる。

ノミウアーの説明:は次のごとくである。「ドイッチとヒノレファーディングは，

熟練労働者の賃金の中に一つの不変要因，すなわち，教師の労働によって生

産され，養成された労働力に移転された価値がある， ということに関して同

意見である。労賃の一部分は，それゆえ，可変資本ではなく不変資本を成し

ている。労働力の高度の熟練は資本の有機的構成の高度化を意味する。より

高度な有機的構成へむかつての歩みは，つねに産業予備軍を生み出す。同じ

資本は，もし賃金に不変要因を含んでいる熟練労働者を必要とするならば，

ただ不熟練労働者だけを使用するときよりも，よりわずかの労働者しか就業

させえないことは明らかである。しかし，この事実は少しも困難を意味しな
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い。というのは，熟練労働力を雇用する必然性が，提供される仕事口の数を

減少させるとすれば，それは他方では資本に差し出される『人手』の数をも

減少させるからである。修業過程に見出される労働人口のかの部分は，労働

市場にはあらわれない(あるいは自分の全労働力をもってはあらわれない)

わけだが，もし資本がただ不熟練労働者のみを働かせておくことができたな

らば，彼らはもちろん労働市場に現われていたで、あらう。それゆえ，労働の

より高度の熟練は，決して賃金圧迫的な産業予備軍を生み出しはしなL、。熟

練労働者の労賃の不変的要因はむしろ熟練労働力のあたらしい世代の産出を

確保しているだけである。」

簡単労働力の価値に比しての複雑労働力の価値の大きさ，その差額が，次

の世代の熟練労働力の産出を確保することになる，という論理は首肯しうる

としても，それを説明するために，複雑労働力の価値の中に不変資本に当る

ものがあるというドイツチの理論をそのまま受け入れ，かっそのうえで労働

市場におけるバランスの回復をいうために，一般に資本の有機的構成の高度

化に関連して失業の発生を否認する「補償説」まがし、のことをパウアーはのべ

るわけである。パウアーは，労働力の価値と労働力の支出によって形成され

る価値とを峻別することによって， ヒルファーディングとドイ γチとをとも

どもに克服しえたのであるから，ここでも，労働力価値の中に移転された価

値を想定することを止めるべきだったのである。ここで徹底できなかったパ

ウアーの理論の困難は，数字を利用した例解にいたるとさらに明瞭となる。

日々 2マルクの労賃をうけとる 50万人の不熟練労働者を就業させる 100

万マノレクの可変資本があるものとする。資本が熟練労働力の雇用に移行する

とどうなるか。「移転された生産価値」の分割部分だけ労働力価値が高くな

り， 2.5マルクになる。 50万人の不熟練労働者を就業させえた資本も，こん

どは 40万人の熟練労働者を利用しうるのみである。 しかし， これによって

は賃金圧迫的産業予備軍は発生しなL、。というのは，同時に， 10万人の人々

が労働市場から引き抜かれるであろうからである。一部分は労働市場に熟練

労働力とにあらわれる以前に，まず教育されなくてはならないし，一部分は
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他のものの教育過程に仕事を見出すからである。ところがドイッチによれ

ば， Iあらたに形成された生産価値」も労働力価値となるO そうすれば， この

場合には賃金は 2.5マノレクではなくて，たとえば (etwa) 3マルグに上がる

であろう。そうすると， 資本が 33.3万人しか就業させえないことはまちが

いなし、。自由にされた6.7万人の労働者はどうなるのか。彼らに行き場所は

なく，産業予備軍となり，賃金を 2.5マルクに下げるしか道はない，と。

パウァーのこの定量的例解が，複雑労働に関する本質的な説明から必然的

に流れ出る首尾一貫したものだ，とはとうてい弁護しえないのである。バウ

アーは， ヒノレファーディングとドイツチの理論を批判的に総合しながら，複

雑労働論を一歩前進させる重要な発言をなしたが，それは， ヒルファーディ

ングも一応自覚していたところの，労働力の価値と，労働の価値形成力との

区別を，一層するどく自覚することによってなされたのである。その一方

で，パウアーによってあらたにひき起された混乱は，資本におけるのと同じ

ように，労働力価値の中にも不変的要素がある，とのドイッチの概念づけを

無批判に継承したことに発していたのである。

1) O. Bauer， a. a. 0.， S. 649. 

2) O. Bauer， a. a. 0.， S. 650. 

3) O. Bauer， a. a. 0.， S. 651. 

4) O. Bauer， a. a. 0.， S. 651. 

5) O. Bauer， a. a. 0.， S. 652. 

6) O. Bauer， a. a. 0.， S. 653-654. 

7) O. Bauer， a. a. 0.， S. 654. 


